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ステージゲート評価結果（5年目） 
〇結果 
 5年目ステージゲート通過とする 
 
〇評点 
 A:評価項目を満たしており、課題の継続実施が妥当である 
 
〇総合評価コメント 
 ４方式から FinFET方式への絞り込み、設計方針の確立、制御回路構成の確定というス
テージゲート目標は達成している。また、独自の量子 TCADシミュレータを構築した点も
非常に高く評価できる。そのため、継続が妥当であると判断する。 
 その一方で、絞り込んだ FinFET方式の量子ビットに関しては、現段階で１量子ビット
も実現できていない。そこで、ステージゲート後の FinFET量子ビット動作検証に対する
数値的マイルストーン（各年度における量子動作を検証する FinFET量子ビット回路の集
積度（量子ビット数）及び具体的な量子動作検証手段（例：ランダマイズドベンチーマー
キングによる１量子ビット忠実度評価、10量子ビットの VQEの動作実証など）を２０２
２年度中に明確に提示することが望ましい。 
 そのうえで FinFET量子ビットの高集積化に向けた研究開発を進め、要素技術レベルで
も良いので、先行するインテルや UNSW等に対する優位性を示せればよい。また、ムー
ンショット水野 PMと意見交換や外部連携をすすめながら、効率的に研究開発を推進する
とよい。 

以上 


